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資-１ 

資料１ 綾部市ゼロカーボンシティ宣言文 
 

 

綾部市は、２０２１（令和３）年９月議会定例会において、2050（令和３２）年までに二酸化炭素

排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」の実現に挑戦することを宣言しています。 

 

  

資料１ 綾部市ゼロカーボンシティ宣言文 
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資料２ 計画の期間 
 

 
国・府・市の関係計画の計画期間は以下のとおりです。 

 
【国・府・市の関係計画の期間】 

 ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５  ２０３０  ２０５０ 

H30 R１ R2 R3 R4 R5 R6 R7  R12  R３２ 

国 

第五次 
環境基本計画             

地球温暖化対策計画             

２０５０年カーボンニュ
ートラルに伴うグリー
ン成長戦略 

            

第六次 
エネルギー基本計画             

気候変動適応計画             

府 
京都府環境基本計画             

京都府地球温暖化対
策推進計画             

市 

第６次 
綾部市総合計画             

綾部市エネルギー 
環境基本計画             

 

  

資料２ 計画の期間 

概ね５年間 

２０５０（令和３２）年を見据えた計画 

概ね６年間 

前期 後期 
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資料３ 前計画の取組状況 

１ 綾部市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

（１）計画の概要 

2016（平成２８）年３月に策定した「綾部市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」では、

国、京都府、近隣市町と整合を図り、基準年を１９９０（平成２）年度として、温室効果ガスを２０２０

（令和２）年度時点で２５％削減、また、2025（令和７）年度時点で３２.5％削減する目標を示して

います。 

 
 

（２）取組状況 

2019（令和元）年度現在、綾部市の温室効果ガス総排出量は約２６６千ｔ-CO２となっており、

基準年度である１990（平成２）年度比で約５％減少となっています。 

これは、2011（平成２３）年度に発生した東日本大震災の影響による原子力発電所の運転停

止や化石燃料の消費増加などが影響して温室効果ガスの排出量が増加したこと等が考えられま

す。 

温室効果ガス総排出量の推移をみると、２０１３（平成２５）年度以降、節電の普及や電力・ガス

小売の自由化が開始されたことなどにより減少傾向にあります。また、部門別の推移をみると、

201７（平成２９）年度以降はどの部門も減少傾向にあります。 
 

 

  

資料３ 前計画の取組状況 
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【温室効果ガス排出量の推移】 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※1990（平成２）年度値については、綾部市脱炭素ロードマップの算定方法に準拠し再算定しています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【部門別温室効果ガス排出量の推移】 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※四捨五入の関係で、図中の数値の合計が一致しない場合があります 
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２ 第３次綾部市環境基本計画 

（１）計画の概要 

2019（平成３１）年３月に策定した「第３次綾部市環境基本計画」では、基本目標「美しい山河

のもとで ゆったりやすらぎのまち 綾部」の実現に向けた具体的な方向性として、４つの環境像を

設定しています。 

【計画の施策体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第３次綾部市環境基本計画 
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（２）取組状況 

①数値指標 

計画内で定められている２１の指標のうち、2022（令和４）年度において目標を達成したのは９

項目となっています。 

イベント等への参加者数に関する数値指標については、新型コロナ感染症の影響で開催が困

難な状況であったり、参加者数が回復しなかったこと等の影響で、例年より少ない実績となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：目標達成

基準値 目標値

2017年度
(H29年度)

2019年度
(R元年度)

2020年度
(R2年度)

2021年度
(R3年度)

2022年度
(R4年度)

2023年度
(R5年度)

1 市内河川のＢＯＤ環境基準適合率 100% 100% 100% 100% 100% 100%

2 汚水処理人口普及率 80% 83.9% 84.5% 85.6% 86.0% 86%

3 大気汚染に係る環境基準達成率 75% 75% 75% 75% 75% 100%

4 天体観望会の参加者数（年間） 1,028人 1,010人 621人 595人 1,139人 1,150人

5
水道水の総トリハロメタンの
水質基準適合率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

6 河川のpH環境基準達成率 100% 100% 100% 100% 100% 100%

7 緑化普及イベント参加者数（年間） 14,297人 13,379人 6,117人 6,454人 6,226人 15,000人

8 有害鳥獣侵入防護柵設置延長（累計） 579㎞ 620㎞ 655㎞ 707㎞ 757㎞ 675㎞

9 エコファーマー認定件数（年間） 10件
2件（新規）
19件（更新）

1件（新規）
38件（更新）

3件（新規）
17件（更新）

0件（新規）
10件（更新）

10件

10 森林経営計画策定件数（年間） 1件 2件 2件 1件 2件 1件

11 間伐面積（年間） 209ha 291.52ha 177ha 220ha 198ha 300ha

12
定住世帯数
定住サポート総合窓口扱い(累計）

209世帯 242世帯 273世帯 311世帯 350世帯 300世帯

13 可燃ごみ（家庭系）収集量（年間） 5,568ｔ 5,367ｔ 5,182ｔ 5,137ｔ 5,021ｔ 5,300ｔ

14 不燃ごみ（家庭系）収集量（年間） 908ｔ 930ｔ 1,016ｔ 951ｔ 947ｔ 650ｔ

15 団体等による紙類の回収量（年間） 1,135ｔ 976ｔ 779ｔ 803ｔ 858ｔ 1,500ｔ

16 あやバス乗車人数（年間） 205,670人 197,412人 159,454人 154,879人 165,983人 218,000人

17
補助を行った住宅用太陽光発電システ
ムのｋW数（累計）

2,217.89ｋW 2,475.52ｋW 2,572.79ｋW 2,745.47ｋW 2,897.25ｋW 2,698.00ｋW

18
環境をテーマとした講座の参加者数
（年間）

725人 594人 121人 203人 232人 750人

19
モデルフォレスト活動実施事業所数（累
計）

3事業所 3事業所 3事業所 3事業所 3事業所 4事業所

20
環境美化クリーン大作戦参加者数（年
間）

8,312人 7,823人 中止 中止 4,421人 8,400人

21
世界連邦推進綾部市小・中学生ポス
ター・作文コンクール応募数（年間）

456点 399点 223点 303点 400点 460点

項目
番号

項目

実績値
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②施策の実施状況 

計画に記載されている施策については、以下のような事業や取組を推進しています。 

 

【基本目標別取組状況（1/5）】 

環境像 目標 主な取組内容 

1 「水と緑そし
て星空のま
ち」に向け
て 

清流を守り、誰
もが水と触れ
合えるまち 

・公共下水道事業など、地域の実情に応じた事業手法により、水洗化区域
の拡大を図り、２０２２（令和４）年度末での汚水処理人口普及率は
86.0％となりました。 
・上林川を守る会が実施する「農業濁水を流しません」のぼり旗の掲出な
どを支援しました。 
・工業団地等に立地する事業所が公害防止・環境保全協定に基づき報告
する水質測定結果により、監視を行いました。また、綾部工業団地内4か
所で年2回、水質調査を実施しており、環境基準を達成しています。 
・家畜排せつ物の適切な管理、処理及び排水対策について、中丹家畜保
健衛生所、府広域振興局と共に畜産業者の現地確認を行いました。 
・子どもたちの自然体験や野外学習、地域住民の憩いの場としての親水公
園づくりを進めるため、由良川かわまちづくり計画策定に向け河川国道事
務所など関係者と協議しました。 
・由良川の水質保全や河川生態系の維持に向けて由良川水質汚濁防止
連絡協議会に参画し、京都府や関係市町との情報共有・連携に努めまし
た。また、由良川、上林川、八田川、犀川、伊佐津川においては京都府が
月1回水質調査を、中小河川等においては、市が年２回水質調査を実施
しており、環境基準を達成しています。 
・上林川を守る会や京都府立綾部高等学校が実施する水生生物調査を
支援しました。 

澄んだ空気の
中で、美しい星
空が見渡せる
まち 

・大気汚染防止法や京都府環境を守り育てる条例等に基づき、京都府と
連携し監視を行いました。 
・ごみの野焼き行為の通報を受けた際、行為者に対して現場で直接指導な
どを行いました。また、廃棄物の正しい処理方法や野焼きの禁止について
広報紙などで周知しました。 
・アイドリング・ストップ、エコドライブについてポスターの掲出等で啓発を行
いました。 
・天文館において、毎週末（金～日曜日）の晴天時に、夜間天体観望会を
開催。２０２２（令和４）年度においては84回開催し１,139人が参加しまし
た。 

健康に暮らせ
る公害のない
まち 

・騒音規制法や振動規制法などに基づき特定施設設置等の届出に対応す
るとともに、事業者に対して騒音・振動の防止対策について指導を行いま
した。 
・綾部工業団地等の事業所において、公害防止・環境保全協定に基づく環
境測定の報告等により監視を行いました。 
・工場・事業所等による悪臭への対策について、悪臭防止法や京都府環境
を守り育てる条例に基づき、関係機関と連携し、監視を行いました。 
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【基本目標別取組状況（2/5）】 

環境像 目標 主な取組内容 

1 （つづき） 
「水と緑そし
て星空のま
ち」に向け
て 

緑の中で快適
な市民生活を
営むことのでき
るまち 
 

・公園施設長寿命化計画に基づき、都市公園の遊具の更新を行いました。
また、通常の公園管理については、市民との協働の取組を推進し、公園の
活用と保全に努めました。 
・里山交流研修センターやあやテラスの整備において、都市における環境
保全や景観形成、市民のレクリエーション利用や防災の観点からオープン
スペースを確保しました。 
・綾部市環境市民会議が実施するあやべグンゼスクエアでの木陰の小道
整備事業を支援しました。また、京都府綾部工業団地の立地企業の景観
保全協定に基づき、積極的な緑化を促しました。 
・緑化思想の普及啓発として、公益社団法人綾部市シルバー人材センター
が開催する由良川花壇展、菊花展、葉ぼたん展等を支援しました。 
・学校や地域で結成された緑の少年団において、緑の募金などを活用し
て、野外活動の支援を行いました。 

自然と人間が
共生するまち 

・市が行うため池の改修工事において、水たまりを残すなどして生態系に
配慮した工事を行いました。 
・シカ、イノシシなどの有害鳥獣による農産物被害への対策として、有害鳥
獣の捕獲と侵入防止柵の設置を行いました。 
・上林川を守る会が実施する水生生物調査などを支援しました。 
・特定外来生物に指定されているオオキンケイギクについて、ホームページ
や市広報紙により啓発し、外来種問題に関する情報提供を行いました。 
・良好な里山景観の保全に向けて、上林川を守る会が実施するヨシ刈り作
業や上林川環境美化大作戦を支援しました。 
・いきいき地域応援事業により、自治会連合会が主体的に取り組む景観整
備活動を支援しました。また、水源の里指定集落による活性化事業や景
観保全活動を支援し、自然景観と調和した集落の保全に努めました。 
・歩きやすく賑わいと活気を感じる街並み景観の創出に向けて、旧市民セ
ンター跡地に整備する新都市公園の設計を進めるとともに、都市計画マ
スタープランの改定案を検討しました。 
・綾部市自主防災組織等ネットワーク会議と連携し、自助・共助・公助の連
携による災害に強いまちづくりを進めるため、研修会を開催するとともに、
自主防災組織の設立（２０２２（令和４）年度現在の組織率は77.1％）や
防災講座などを実施しました。また、減災に向けた水害等避難行動タイム
ラインを作成しました。 

豊かな自然の
恵みを地域の
活性化や農林
業の振興に活
かすまち 

・中山間地域等直接支払制度においては、農地の維持、農地が有する水
源かん養機能や洪水防止機能等の多面的機能を増進する活動等を支
援しました。また、多面的機能支払制度においては、農地保全と農業用施
設の維持修繕、老朽化が進む施設の長寿命化を行い、景観形成・生活環
境保全、生態系保全など農村環境を守る取組を行った組織に対して交付
金を交付しました。 
・農業後継者の育成・確保に向けて、新規就農希望者が農業技術・経営研
修等を行う実践農場を設定しました。また、関係機関と連携を図り、新規
就農希望者等の相談に対応しました。 
・環境保全型農業直接支払制度においては、地球温暖化防止や生物多様
性保全に効果の高い営農活動に取り組んだ農業者団体等を支援しまし
た。また、地産地消を推進するため、市内の小・中学校では、地域の特産
品を使用した給食を同じ日に食べる「あやべ丸ごといただきます。あじわ
いランチの日」に取り組みました。 
・農業用施設等改良整備事業において、ため池の計画的な改修に取り組
みました。 
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【基本目標別取組状況（３/5）】 

環境像 目標 主な取組内容 

1 （つづき） 
「水と緑そし
て星空のま
ち」に向けて 

（つづき） 
豊かな自然の
恵みを地域の
活性化や農林
業の振興に活
かすまち 

・持続可能な循環型林業を構築するため、新たに森林経営計画を作成し、
森林施業の推進に努めました。 
・里山の再生を進めるため、モデルフォレスト活動に参画する企業の増加に
努めました。 
・河川の水産資源の確保と増殖を目的とした由良川・上林漁業協同組合に
よるアユなどの稚魚放流事業を支援し、内水面漁業の振興を図りました。 
・「あやべ定住サポート総合窓口」を通して、空き家情報や就農・就職支援
など定住に関する情報提供などを行い、２０２２（令和４）年度末累計で
350世帯805人の定住につながっています。また、水源の里指定集落の
定住や都市との交流、地域産業の開発と育成を支援しました。 
・ＮＰＯ法人里山ねっと・あやべ等と連携し、農家民宿や体験プログラム、里
山交流大学などグリーンツーリズムの取組を促進しました。 
・あやべ丹の国まつりや綾部夢ライトなど各種イベントにおいて、ごみの分別
収集やごみの持ち帰りを推進し、環境負荷の低減に努めました。 

2 「循環と調
和のまち」に
向けて 

循環型社会の
形成と推進 

・綾部市一般廃棄物処理計画及び綾部市分別収集計画に基づき、全市域
を対象に計画的な分別収集を行いました。 
・「リデュース（発生抑制）」においては、市広報紙による食品ロス削減等を
通じたごみの発生抑制、「リユース（再使用）」においては、家具類などの
粗大ごみをリユース品に、「リサイクル（再生利用）」では、資源ごみ回収補
助金制度や古紙回収用保管庫設置費補助金制度の周知により、啓発に
努めました。 
・３Rの推進に向けて、綾部市環境市民会議が実施するＥＭ菌の普及啓発・
廃食油回収事業（２０２１（令和３）年度廃止）といった資源の再利用と環
境保全に向けた様々な事業に対し支援を行いました。 
・リサイクル推進員との連携による分別の取組を通じ、ごみの減量化・資源
化等の促進に努めました。また、リサイクル推進員総会で、ごみ減量化など
に関する研修を行いました。 
・市発注工事の廃棄物を減量化するため、建設工事に係る資材の再資源
化に関する法律（建設リサイクル法）による対象工事の京都府への通知、
業者への指導及び施工中の随時立会いや検査時のマニフェスト確認を行
いました。 
・生活ごみ等の一般廃棄物の不法投棄については、自治会やリサイクル推
進員等の協力で、早期発見、早期対応による不法投棄をされない環境づ
くりに努めるとともに、不法投棄禁止の警告看板を設置しました。 
・中間処理施設「綾部市クリーンセンター」において、安定・計画的な可燃ご
みの処理を行いました。 
・新最終処分場などの一般廃棄物処理施設については、水質検査などを
実施するとともに、環境に配慮した運転管理に努めました。 
・綾部市環境市民会議が６月の環境月間に合わせて実施するごみ減量キャ
ンペーンの啓発活動を支援しました。 
・災害廃棄物の適正な収集・処理を行うため、災害廃棄物処理計画を策定
しました。 
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【基本目標別取組状況（４/5）】 

環境像 目標 主な取組内容 

3 「地球環境
を守るまち」
に向けて 

地球環境の
保全のため
に足元から
行動するまち 

・地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に基づき、市広報紙などを通じて
省エネ・節電対策や地球温暖化防止対策に関する啓発を行いました。 
・地球温暖化防止及びオゾン層の保護のため、市所管の施設において、フロ
ン排出抑制法に基づきフロン使用機器の点検等適切な管理を行いました。
また、「守ろうごみマナー」のポスター等を通じて、家電リサイクル法に則した
家電製品の処理について市民への情報提供を行うとともに、クリーンセンタ
ーに持ち込まれた対象品について適切に処分しました。 
・あやバスや鉄道など公共交通機関の利用を促進するため、健康長寿定期
６５半額キャンペーンや運転免許証自主返納者あやバス回数券等交付な
どの高齢者向けのモビリティ・マネジメントを行うとともに、あやバス絵画展
やあやバス乗車体験など子ども向きのイベントを行いました。 
・再生可能エネルギーの利活用に向けて、2050（令和３２）年カーボンニュ
ートラルの実現に向けた道筋を示す「綾部市脱炭素ロードマップ」を策定し
ました。また、住宅用太陽光発電システム設置費補助及び家庭向け自立型
再生可能エネルギー導入費補助制度を実施し、太陽光エネルギーの利活
用を支援しました。 
・省エネ型ライフスタイルやビジネススタイルの普及・啓発に向けて、クールビ
ズやその他省エネに関する啓発を行いました。また、市所管の施設におい
て、エアコン稼働時の温度管理を徹底し、節電に努めました。 
・市所管施設の新築・改修工事において、LED照明の採用や消し忘れ防止
による人感センサーの設置を行いました。また、空調工事においては、地球
温暖化係数を抑制する機種を設置し、省エネルギー型設備の普及に努め
ました。 
・第2次綾部市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、アイドリ
ング・ストップの徹底やエコドライブの推進、公用自転車の利用促進に取り
組みました。 
・市が発注する工事においては、針葉樹合板やエコ製品の使用について仕
様書で明記し、熱帯材系（広葉樹）合板からの転換を進めました。 
・あやテラスと里山交流研修センターの備品等に地域産の木材を使用しまし
た。 

4 「参加と創
造のまち」に
向けて 

誰もが環境
について学
び、考えるま
ち 

・学校教育においては、総合的な学習の時間、生活科、理科、社会科、家庭
科等の学習を通して、身の回りや地域の環境を調べたり、環境の改善や保
全のために自分にできることを考えたりする環境教育を推進しました。また、
児童会や生徒会活動による家庭と連携したアルミ缶回収活動やPTA活動
としての資源回収、書き損じはがきの回収等に取り組みました。さらに、学校
での環境教育の定着を図るため、綾部市環境市民会議や上林川を守る会
等の取組支援を通じて啓発を行いました。 
・出前講座やクリーンセンターへの施設見学、公民館事業などの活動を通じ
て環境学習の機会を提供しました。 
・市広報紙の掲載やFMいかる等を用いて環境の情報を発信するとともに、
ホームページで啓発するなど、市民が手軽に情報を入手できるよう努めま
した。 
・図書館の環境に関する蔵書に努めました。また、各学校において、児童・生
徒の主体的な「調べ学習」を促進するとともに、京都府立図書館の環境を
テーマにした学校支援セットを提供しました。 
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【基本目標別取組状況（５/5）】 

環境像 目標 主な取組内容 

4 （つづき） 
「参加と創
造のまち」に
向けて 

地域と地球
の環境の保
全と創造に
誰もが参加
するまち 

・「綾部市役所環境マネジメントシステム」により、本庁舎などのエネルギー
使用量削減に努めました。 
・事業者にセミナー等の情報を提供し環境マネジメントシステムの認証取得
の促進に努めました。 
・「平和と環境の日」関連行事として、地球市民の集い実行委員会による平
和と環境保護に係る行事や「世界連邦推進綾部市小・中学生ポスター・作
文コンクール」を開催するとともに、綾部市環境市民会議が実施する「環境
美化クリーン大作戦」を支援しました。 
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資料４ 綾部市の現況 

１ 市の特性と課題 

各環境分野における綾部市の特性と課題を整理するとともに、各分野の詳細について次々頁以

降に示します。 

 

【分野別特性と課題（１/２）】 

分野 特性 課題等 

市の概況 ・人口は減少傾向にあり、今後も減少が続
くと予想されます。 
・地目別の土地利用は山林が市域の約半
数を占めています。 
・産業別就業人口は第１次産業が最も少
なく、減少傾向にあります。 

・環境保全活動等を担う人材の
減少や高齢化が懸念されるた
め、人材の確保や育成を進め
る必要があります。 

脱炭素
社会 

脱炭素化に
向けた行動 

・市民・事業者を対象としたアンケートによ
ると、節電や食品ロス対策など省エネに
関する行動は既に実施している割合が高
く、普及が進んでいます。 
・公共交通機関や自転車の利用、再エネの
利用については、節電などの取組と比べ
ると既に実施している割合が低くなってい
ます。 
・電気自動車やハイブリッド自動車は、今後
導入する予定の割合が比較的高くなって
います。 

・更なる省エネに向けて国が進
めるデコ活などの普及啓発を
進めていく必要があります。 
・市民の主要な移動手段が自
動車となっており、次世代自動
車の導入や公共交通機関の利
用などを促進する必要があり
ます。 

温室効果ガ
ス排出量 

・温室効果ガス総排出量は減少傾向、１人
当たりの排出量は、全国平均と比べて低
い水準にあります。 
・部門別温室効果ガス排出量は、産業部
門が最も多く、次いで運輸部門が多くな
っています。 
・このまま何も追加の対策を行わない場
合、排出量は現状と同程度で推移すると
予想されます。 
・全国や京都府と比較すると、特に産業部
門の割合が高くなっています。 

・排出量が多い産業部門と運輸
部門については、技術革新や
次世代自動車の開発等が必
要なため、家庭部門と業務部
門への対策を強化する必要が
あります。 

  

資料４ 綾部市の現況 
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【分野別特性と課題（２/２）】 

分野 特性 課題等 

（つづき） 
脱 炭 素
社会 

再生可能 
エネルギー 

・市内に導入されている再生可能エネルギ
ーの大半は太陽光発電となっています。 
・市内の新築住宅に対する太陽光発電の
導入率は、２０１９（令和元）年度時点で
約４割となっています。 
・再生可能エネルギーの導入ポテンシャル
は、太陽光発電と陸上風力発電が高くな
っています。 
・アンケートやワークショップでは、小規模な
太陽光発電設備を設置しても良いと思う
場所として、市街地や公共施設（屋根の
上等）などが挙げられています。 

・再エネ導入効果の高いエリア
について優先的に脱炭素化を
進め、その他のエリアに波及さ
せていくことが重要です。 
・公共施設や新築の住宅・建築
物について、積極的な再エネの
導入や利活用を進める必要が
あります。 

森林吸収量 ・森林による CO２吸収量は年によりばらつ
きがあるものの、６万ｔ-CO２程度で推移し
ています。 

・樹木は成長するにつれて吸収
量が減少することから、適切な
森林の維持管理が必要です。 

循環型社会 ・一般廃棄物は減少傾向にあります。 
・地域と連携した３Ｒ活動が行われていま
す。 

・更なるごみの減量化・資源化
に向けて５Ｒを進めていく必要
があります。 

気候変動 ・綾部市周辺では約５０年の間に年平均気
温が 1.3℃上昇しています。 
・また、真夏日・猛暑日・熱帯夜の日数が増
加しています。 
・近年総雨量３００ｍｍを超えるような台風
や豪雨などの災害が発生しています。 

・平均気温の上昇や猛暑日の増
加など暑熱に対する対策を強
化する必要があります。 
・頻発・激甚化が進む自然災害
について、体制の構築や啓発
などを進めていく必要がありま
す。 

自然共
生社会 

自然環境 ・本市にはコウノトリ飛来地やシャガ・ミツマ
タ群生地など多様な自然環境が残されて
います。 
・野生鳥獣による農作物被害などが発生
し、森林や農地の管理などへの悪影響が
出ています。 

・貴重な生きものや里地里山環
境を継続して保全・維持管理し
ていく必要があります。 

生活環境 ・市内の大気や水質などは概ね良好な状
態が維持されています。 

・各分野の環境基準に基づき関
係機関と連携し監視や対策を
行う必要があります。 
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２ 市の概況 

（１）人口・世帯数 

2020（令和２）年の国勢調査によると、綾部市の人口は３1,84６人、世帯数は１３,７３５世帯と

なっています。人口の推移を見ると、1995（平成７）年から２０２０（令和２）年にかけて約２０．３％

減少しています。また、世帯数の推移を見ると、2005（平成１７）年以降減少しており、200５（平

成１７）年から２０２０（令和２）年にかけて約３.9％減少しています。 

一世帯当たりの平均人員は、2020（令和２）年現在２.３２人となっており、１９９５（平成７）年の

２.９４人から約２１.１％減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【人口・世帯数・一世帯当たりの平均人員の推移】 
資料：国勢調査 

（２）将来推計人口 

国勢調査と国立社会保障・人

口問題研究所によると、綾部市

の２０３０（令和１２）年の人口は

27,８６８人、2050（令和３２）年

の人口は２０,６２４人と減少が続

く推計となっています。 

  

【将来推計人口】 
資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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田

22.0%

畑 7.9%

宅地 7.7%

山林

56.8%

原野 3.1% その他 2.5%

（３）地目別土地面積の割合 

京都府統計書によると、2020（令和２）年度における綾部

市の地目別土地面積の割合は、山林が最も多く５６．８％を占

め、次いで田が２２．０％となっており、山林と田が市域の大半

を占めています。 

 
 
 
 

（４）産業・就業動態 

国勢調査によると、2020（令和２）年度における綾部市の就業人口は１５,２８２人で、2000（平

成１２）年比２４.５％減となっています。産業別にみると、第３次産業が最も多く、次いで第２次産業、

第１次産業の順となっています。また、第１次産業は２０年間で半数以下に減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【産業別就業人口の推移】 
資料：国勢調査 

 
 
  

【地目別土地面積の割合（令和３年１月現在）】 
資料：京都府統計書 
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（５） 気象 

本市から最も近い福知山地域気象観測所における気温・降水量の３０年平均値をみると、

1991（平成３）年～2020（令和２）年の平均気温は１４．６℃、平均降水量は１,631.6ｍｍとなっ

ています。また最高気温は８月の３２.8℃、最低気温は１月の-0.2℃と寒暖差が大きくなっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【綾部近郊の降水量と気温の推移（福知山地域気象観測所３０年平均値）】 
資料：気象庁（気温・降水量１９９１年～２０２０年の平均値） 

 

３ 脱炭素社会に関すること 

（１）脱炭素社会の実現に向けた行政のこれまでの取組 

綾部市は、2021（令和３）年９月に「ゼロカーボンシティ宣言」を行っており、この実現には省エ

ネ対策と再エネの導入・利活用が重要となっています。そこで、２０２２（令和４）年度に２０５０（令

和３２）年カーボンニュートラル実現に向けた現状分析や手法等をまとめた「綾部市脱炭素ロード

マップ」を作成しました。 

ロードマップでは、市内から出る温室効果ガスを２０３０（令和１２）年に２０１３（平成２５）年度比

で４９％削減、また２０５０（令和３２）年に排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」を目指す

ことを示しています。 
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ゼロカーボンを実現するための取組として、太陽光発電や蓄電池の購入に関する補助（綾部市

住宅用太陽光発電システム設置費補助制度、綾部市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入

費補助制度）や個人や事業者、団体が市内で実践している優れた取組を表彰する「あやべゼロカ

ーボン表彰」を行っており、意識醸成や脱炭素に向けた取組の普及につながっています。 
また、事務事業のゼロカーボンを実現するための取組として、公共施設を対象とした再生可能

エネルギー設備導入可能性調査を行っており、導入が最も効率的に行える新設の施設として２施

設、導入可能な施設として５施設の調査結果を受け、導入に向けた検討を進めています。 
 

【再生可能エネルギー設備の導入効果が高い公共施設】 

区分 
総数 

（施設） 

導入が最も効率的に 

行える新設の施設 
導入可能な施設 

公共施設 2６ 2 4 

教育施設 1４ 0 1 

公民館施設 12 0 ０ 

合計 52 2 5 

設置可能な最大発

電量 
291万kWh/年 14万kWh/年 61万kWh/年 

資料：綾部市公共施設再生可能エネルギー設備導入調査 

 

（２） 温室効果ガス排出量の排出状況 

本市の温室効果ガス排出量を分析する上で対象とする部門は以下の４部門とします。各部門の

概要は以下のとおりです。 

 

【各部門の概要】 

対象部門 概 要 

産業部門 第１・２次産業（農林業、鉱業、建設業、製造業等） 

業務部門 第３次産業 

家庭部門 家庭生活に関すること 

運輸部門 各部門の移動に関すること（バス、タクシーなどを含む自動車全般、鉄道） 
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① 温室効果ガス排出量の推移 
2019（令和元）年度現在、綾部市の温室効果ガス総排出量は約２６６千ｔ-CO２となっており、

2013（平成２５）年度と比べて約２２.2％減少しています。また、１人当たりＣO２排出量は、全国平

均と比べて低い水準にあります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【綾部市の温室効果ガス総排出量の推移】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【住民一人当たりの温室効果ガス排出量の地域比較（令和元年度値）】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 
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② 部門別温室効果ガス排出量の推移 
2019（令和元）年度現在、部門別温室効果ガス排出量は、産業部門が約１２６千ｔ-CO２と最も

多く、次いで運輸部門が７４千ｔ-CO2、家庭部門が３５千ｔ-CO2、業務部門が３１千ｔ-CO２の順と

なっています。 

全国や京都府と比較しても、特に産業部門の割合が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【部門別温室効果ガス総排出量の推移】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※四捨五入の関係で、図中の数値の合計が一致しない場合があります 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【部門別温室効果ガス排出量の地域比較（令和元年度値）】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※四捨五入の関係で、図中の数値の合計が一致しない場合があります 
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③ 温室効果ガス排出量の将来推計 
このまま何も追加の対策を行わなかった場合の将来のＢＡＵ排出量をみると、２０３０（令和１２）

年度が約２７９千ｔ-CO2、２０５０（令和３２）年度が２８０千ｔ-CO２となっており、２０３０（令和１２）年

度以降、総排出量はほぼ横ばいですが、その内訳は、家庭部門や運輸部門が人口減少に伴い減

る一方、産業部門や業務部門は経済成長と共に増加すると推計されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【部門別温室効果ガス排出量の将来推計】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※四捨五入の関係で、図中の数値の合計が一致しない場合があります 
 

 
  

158
126 142 152 162

48

31
34

37
39

58

35
28

24
20

78

74
74 66 59

342

266
279 279 280

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2013

(平成25)

2019

(令和元)

2030

(令和12)

2040

(令和22)

2050

(令和32)

（千t-CO2）

（年度）

運輸部門

家庭部門

業務部門

産業部門

グラフ最上部の

数値は合計値



 

資-２２ 

（３） 市内における再エネの導入状況 

① 再生可能エネルギーの導入量の推移 
2021（令和３）年度末における綾部市の再生可能エネルギーの導入量は約4,61２万ｋWh/年

となっており、その大半が太陽光発電の産業用（１0kWｈ以上）となっています。 

２０２１（令和３）年度末の再生可能エネルギー導入量は、「自治体排出量カルテ（環境省）」が

公表している市内の電力需要（約２１,９１３万ｋWh/年）の約２１.０％に相当します。 

 
【再生可能エネルギーの導入実績量（発電電力量）】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ、自治体排出量カルテ（環境省） 

※四捨五入の関係で、表中の数値の合計が一致しない場合があります 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【再生可能エネルギーの導入量内訳（令和３年度末）】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

※四捨五入の関係で、図中の数値の合計が一致しない場合があります  

太陽光発電_家庭用

（10kW未満）

12.4%

太陽光発電_産業用

（10kW以上）

81.0%

太陽光発電_

公共施設

0.1%

中小水力発電

6.4%

導入量計 

4,612 万 kWh/年 

(万kWh)
再生可能エネルギー

種別

太陽光発電 1,253 1,564 2,551 2,689 2,945 3,507 3,596 4,244 4,318

　　家庭用（10kW未満） 325 374 402 427 451 476 504 534 574

　　産業用（10kW以上） 926 1,188 2,144 2,257 2,489 3,026 3,086 3,704 3,738

　　公共施設 2 2 4 5 5 5 6 6 6

中小水力発電 294 294 294 294 294 294 294 294 294

風力発電 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

地熱発電 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

バイオマス発電 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

合計 1,547 1,858 2,846 2,983 3,239 3,801 3,891 4,539 4,612

（参考）電力使用量 23,715 22,450 21,995 23,049 22,595 21,990 22,395 21,913

2018
(平成30)
年度

2014
(平成26)
4月

2014
(平成26)
年度
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年度

2017
(平成29)
年度

2019
(令和元)
年度
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年度

2021
(令和3)
年度
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【再生可能エネルギーの導入実績量（発電電力量）の推移】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

 
② 太陽光発電 
◆太陽光発電の導入状況 

国の固定価格買取制度に基づく綾部市の家庭用太陽光発電（10ｋＷ未満）の導入件数累計

は２０２２（令和４）年度現在１,１４６件となっており、緩やかな増加傾向にあります。 

また、家庭用太陽光発電（１０ｋＷ未満）の導入実績量（発電電力量）は２０２２（令和４）年度現

在６１４万ｋWh となっており、緩やかな増加傾向にあります。 

綾部市の住宅戸数に対する太陽光発電の導入率は、２０１８（平成３０）年度時点で約８．６％※１、

また、新築住宅に対する太陽光発電の導入率は、２０１９（令和元）年度時点で約４１.3％※２となっ

ています。 

※１：家庭用太陽光発電(10kW未満）導入件数累計（出典：自治体排出量カルテ）/戸建住宅数（一戸建て）（出典：住宅土地統計調査） 
※２：家庭用太陽光発電(10kW未満）導入件数（出典：自治体排出量カルテ）/着工新設住宅数（出典：建築着工統計調査） 
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【家庭用太陽光発電（10kＷ未満）の導入実績量（発電電力量）の推移】 
資料：綾部市脱炭素ロードマップ、再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法 情報公表用ウェブサイト 

 
◆住宅用太陽光発電導入に関する補助 

本市では市内の再生可能エネルギーの導入促進に向けて、太陽光発電システム導入への補助

（綾部市住宅用太陽光発電システム設置費補助制度）と、太陽光発電システムと蓄電池の同時

購入への補助（綾部市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入費補助制度）を行っており、

2022（令和４）年度はそれぞれ２４件、１５件の導入につながっています。 

綾部市住宅用太陽光発電システム設置費補助制度は、のべ５９２件の補助を行っています。 

綾部市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入費補助制度は、のべ８３件の補助を行ってい

ます。 

 
【綾部市住宅用太陽光発電システム設置費補助制度の交付状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2011
(平成23)

2012
(平成24)

2013
(平成25)

2014
(平成26)

2015
(平成27)

2016
(平成28)

2017
(平成29)

交付件数 60 106 104 101 43 33 23
設置kW数（年計） 249.92 448.56 496.22 501.66 247.28 156.87 117.38
設置kWh数（年計） 299,934 538,326 595,524 602,052 296,766 188,263 140,870
設置kW数（平均） 4.17 4.23 4.77 4.97 5.75 4.75 5.10
設置kWh数（平均） 4,999 5,079 5,726 5,961 6,902 5,705 6,125

※設置ｋＷｈ数は、設置ｋＷ数を基に、設備利用率を１３.７%と仮定して算出 

資料：綾部市 
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30 21 19 28 24 592
151.42 106.21 97.27 172.68 151.78 2,897.25
181,722 127,465 116,736 207,237 182,154 3,477,048
5.05 5.06 5.12 6.17 6.32 4.89
6,057 6,070 6,144 7,401 7,590 5,873
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【綾部市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入費補助制度の交付状況】 

 

 

 

 

資料：綾部市 

 
◆市有公共施設への太陽光発電の導入状況 

2023（令和５）年３月現在、計７施設に太陽光発電設備や蓄電池が設置されています。そのう

ち、里山交流研修センターとあやテラスについては２０２３（令和５）年度に太陽光発電設備と蓄電

池を整備しました。 

 
【市有公共施設に設置している太陽光発電設備の一覧】 

施設名 設置ｋＷ数 蓄電池ｋＷh 
設置ｋＷｈ数 

（推計） 

豊里小学校 15 － 18,002 

綾部会館 10.3 16.2 12,361 

上林小・中一貫校 10.6 16.2 12,721 

東綾小中一貫校 3.84 － 4,608 

あやべ・日東精工アリーナ（市民センター） 11.55 16.8 13,861 

計 51.29 49.2 61,55３ 

里山交流研修センター（令和５年度整備） ２０.９ １６.８ 25,08２ 

あやテラス（令和５年度整備） 85.5 46.3 102,6１0 

資料：綾部市 

 
③ 中小水力発電 
2020（令和２）年度現在、本市における水力発電施設は、関西電力（株）が所管する以下２箇

所が稼働しており、導入量は推計２９４万ｋＷｈとなっています。 

 

・新由良川発電所（戸奈瀬町） 

・山家発電所（広瀬町） 

 
  

(年度) 
(項目) 

2016
(平成28)

2017
(平成29)

2018
(平成30)

2019
(令和元)

2020
(令和2)

2021
(令和3)

2022
(令和4) 計

交付件数 10 10 10 8 15 15 15 83
設置kW数（太陽光累計） 52.59 51.27 47.11 42.11 76.57 88.53 103.88 462.06
設置kWh数（蓄電池累計） 59.80 64.40 63.60 58.72 100.04 95.48 137.40 579.44
設置kW数（太陽光平均） 5.26 5.13 4.71 5.26 5.10 5.90 6.93 5.57
設置kWh数（蓄電池平均） 5.98 6.44 6.36 7.34 6.67 6.37 9.16 6.98

(年度) 
(項目) 
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④ 風力発電 
現在、本市において風力発電の導入実績はありません。 

気象庁のデータによると、本市から一番近い福知山市の過去３０年間の風況は、月別平均風速

１.４～２.１m/ｓとなっています。これは一般的に、風力発電を導入するのに望ましいとされる年間平

均風速が６.０m/ｓ以上に届いておらず、導入効果は低いと考えられます。一方で、東部地域の稜

線上に６．５～８.0ｍ/ｓ程度の風量があることが、再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）

で示されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【平均風速と最大風速の推移】 
※観測データが不十分なものについては除外した 

資料：気象庁提供「過去の気象データ」の福知山地域気象観測所の解析結果をもとに作成 

⑤ バイオマス発電 
現在、本市においてバイオマス発電の導入実績はありません。 

本市は豊かな自然に恵まれており、木質バイオマスの利用や食品廃棄物・し尿等から発生する

メタンガスを用いたメタン発酵系バイオマス発電の利用が考えられます。 
 
⑥ 市民・事業者の電力契約状況 
市民・事業者に行ったアンケートによると、家庭では約２２％、事業所では約２８％において、再エ

ネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している結果となっています。 

導入していない理由としては、市民・事業者共にコスト面が一番多く挙げられており、導入の必

要性やメリットについての情報発信が重要となっています。 
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既に実施して

いる 22.1%

今後実施してみ

たい 28.1%

実施していない

46.6%

無回答

3.3%

既に実施して

いる 28.1%

今後実施して

みたい 29.8%

実施していな

い 42.1%

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【再エネ等を利用した環境に配慮した電力の購入・利用状況（アンケート調査より）】 
 

（４） 市内における再エネの導入ポテンシャル 

① 再生可能エネルギー導入ポテンシャル 
綾部市の再生可能エネルギーの導入ポテンシャル量は最大年間１80,59６万ｋWh/年であり、

太陽光発電と陸上風力発電のポテンシャルがその大部分を占めています。 

 
【再生可能エネルギー導入ポテンシャル】 

再生可能 

エネルギー種別 

導入実績 

（202１年度末） 

導入ポテンシャル 

（既存の発電量を含む） 

太陽光発電 

<家庭用> 

５７４万ｋWｈ/年 

<産業用> 

３,７３８万ｋWｈ/年 

<市有公共施設＞ 

６万ｋWh/年 

建物系：３０,２６３万ｋWh/年 

土地系：６２,９０３万ｋWh/年 

水力発電 ２９４万ｋWh/年（推計値）  河川：６４０万ｋWh/年 

風力発電 - 陸上：８４,１３５万ｋWh/年 

バイオマス発電 - 
木質系：２,０８４万ｋWh/年 

メタン発酵系：５７２万ｋWh/年 

合計 ４，６１２万ｋWh/年 １８０,５９６万ｋWh/年 

※四捨五入の関係で、表中の数値の合計が一致しない場合があります 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 

市民 事業所 
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② 太陽光発電 
本市における太陽光発電の導入ポテンシャル（年間発電電力量）は、建物系が３0,26３万

kWh/年、土地系が６2,90３万ｋWh/年、合計９3,16６万ｋWh/年となっています。 

 
【太陽光発電の導入ポテンシャル】 

区分 設備容量 年間発電電力量 

太陽光発電（建物系） 254.147MW 30,26３万ｋWh/年 

太陽光発電（土地系） 527.772MW 62,90３万ｋWh/年 

合計 781.919MW 93,16６万ｋWh/年 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 
 
綾部市脱炭素ロードマップでは、温室効果ガス削減目標の達成に向けた算出根拠として以下

のとおり太陽光発電の導入を想定しており、２０１４（平成２６）年度以降、２０３０（令和１２）年度ま

でに累計３,72２万ｋWｈ/年を導入する試算を行っています。 
 

【今後の太陽光発電導入想定量と温室効果ガス削減効果】 

種別 
導入実績（累計） 
２０１４～２０２１年度 

導入想定量（累計） ２０３０年度までの 

導入の考え方 ２０１４～２０３０年度 ２０１４～２０５０年度 

住宅 
10ｋＷ未満 

２４９万ｋＷh/年  ５１２万ｋＷh/年 
（＋２６３万ｋＷh/年） 

最大限の導入 
（少なくとも２５,０００万 

ｋＷh/年程度） 

新築戸建住宅の６０%（国と同等の

目標値）に太陽光発電設備を設置 

市有公共

施設 

６万ｋＷh/年 ４３万ｋＷh/年 
（＋３７万ｋＷh/年） 

「綾部市公共施設再生可能エネル

ギー設備導入調査」における設置

可能な施設の５０%に太陽光発電

設備を設置 

そ の 他建

築物等 
10ｋＷ以上 

２,８１２万ｋＷh/年  ３,１６７万ｋＷh/年 
（＋３５５万ｋＷh/年） 

２０２１～２０３０年度にかけて年間

導入量の３％程度が毎年増加する

ペースで導入 

合計 ３,０６７万ｋＷh/年 3,７２２万ｋＷh/年 
（＋65５万ｋＷh/年） 

最大限の導入 
25,00０万ｋＷh/年以上 

 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 
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③ 中小水力発電 
本市における中小水力発電の導入ポテンシャル（年間発電電力量）は、由良川の結節点の２箇

所において確認されており、合計６４０万ｋWh/年となっています。 

綾部市脱炭素ロードマップによると、現状必要な流量・流速が確保できる河川が少なく、ポテン

シャルも僅少となっており、今後発電設備の技術開発やコスト等を踏まえ、導入の可能性を検討し

ていくこととなっています。 

 
④ 風力発電 
本市における陸上風力発電の導入ポテンシャル（年間発電電力量）は、合計８4,13５万ｋWh/

年となっています。 

綾部市脱炭素ロードマップによると、騒音問題や自然環境への影響について丁寧な住民説明

が不可欠であり、風力発電に適したポテンシャルを有する場所も限られていることから、今後の技

術開発やコスト等を踏まえ、住民合意等を前提に、導入の可能性を検討していくこととなっています。 

 
⑤ バイオマス発電 
◆木質系バイオマス 

本市における木質系バイオマス発電の導入ポテンシャルは、2,08４万ｋWh/年程度になると試

算されています。 

綾部市脱炭素ロードマップによると、綾部市は森林面積が市域の８割近くを占め、潜在的なポ

テンシャルは高いものの、急峻な山も多く、森林管理の担い手等も不足し、安定的なバイオマス資

源の確保が課題となっています。今後、森林環境譲与税の活用や広域連携等による資源確保、コ

スト等を踏まえ、導入の可能性を検討していくこととなっています。 

 
◆メタン発酵系バイオマス 

本市において回収した食品廃棄物やし尿等から発生するメタンガスを用いてメタン発酵系バイ

オマス発電を行った場合、その導入ポテンシャルは、５７２万ｋWh/年程度になると試算されていま

す。 

綾部市脱炭素ロードマップによると、食品廃棄物や下水処理汚泥などを活用したバイオマス発

電については、現状では事業性を確保できる規模ではないため、今後、発電施設の技術開発やコ

スト等を踏まえ、導入の可能性を検討していくこととなっています。 
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（５）  森林吸収量 

2020（令和２）年度における綾部市の森林による炭素蓄積量は２,１９０.５千ｔ-Ｃで、増加傾向

となっています。 

また、2020（令和２）年度における森林の二酸化炭素吸収量は７７.９千ｔ-CO２となっており、年

平均（2014（平成２６）年度から２０２０（令和２）年度までの７年間の平均）は５７．６千ｔ-CO２とな

っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【炭素蓄積量の推移】 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【二酸化炭素吸収量の推移】 

資料：綾部市脱炭素ロードマップ 
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４ 循環型社会に関すること 

（１）一般廃棄物の収集・処理状況 

2021（令和３）年度における綾部市の一般廃棄物の収集量は８,６３５ｔと２０１３（平成２５）年

度から減少傾向にあり、2013（平成２５）年度と比べて約１７.４％減少となっています。 

各一般廃棄物について、可燃ごみは固形燃料化（RDF）、資源物は資源化処理をしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般廃棄物の収集量の推移】 

資料：あやべ統計書 
 

（２）３Ｒや不法投棄防止に向けた取組 

本市の３Ｒに向けた取組として、再利用可能な家具類などの粗大ごみのリユースに努めていま

す。 

また、リサイクル推進員との連携による分別の取組や、古紙回収プロジェクトなど、地域と連携し

た取組を進めています。 

不法投棄に対しては、自治会による情報提供をはじめ、地域と連携して早期発見と早期対応に

努めています。 
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５ 気候変動への適応に関すること 

（１） 綾部市周辺の気候の経年変化 

① 年平均気温 
綾部市から最も近い福知山地域気象観測所の日平均気温の経年変化をみると、約５０年間で

約１.３℃上昇しています。 

「日本の気候変動２０２０」（文部科学省・気象庁）に基づく地域の観測・予測情報リーフレット

（京都府の気候変動）によると、京都府においても、年間平均気温が１００年当たり約２．１℃上昇し

ており、今後追加の対策を行わないと、京都府の年平均気温は最大で約４．３℃上昇する予測※と

なっています。 

※２１世紀末（2076～２０９５年の平均）の予測を２０世紀末（１９８０～１９９９年の平均）と比較した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【綾部市周辺の年平均気温の経年変化】 

資料：気象庁提供「過去の気象データ」の福知山地域気象観測所の解析結果をもとに作成 
 
② 真夏日・猛暑日・熱帯夜 
福知山地域気象観測所における２０２３（令和５）年の真夏日（日最高気温３０℃以上）は、８８

日と過去１０年で最も多くなっており、２０１４（平成２６）年から２８日も増加しています。 

また、２０２３（令和５）年の猛暑日（日最高気温３５℃以上）と熱帯夜（夜間の最低気温２５℃以

上）の日数をみると、それぞれ４０日、１７日と過去１０年で最も多くなっており、特に熱帯夜について

は年によりばらつきがあるものの、増加傾向にあります。 

「日本の気候変動２０２０」に基づく地域の観測・予測情報リーフレット（京都府の気候変動）に

よると、京都府においても猛暑日や熱帯夜の日数は、１９９０年代以降増加しており、今後追加の対

策を行わないと、猛暑日日数は約３５日増加、熱帯夜日数については約５６日増加する予測※とな

っています。 

※２１世紀末（2076～２０９５年の平均）の予測を２０世紀末（１９８０～１９９９年の平均）と比較した場合  
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【綾部市周辺の真夏日・猛暑日・熱帯夜日数の推移】 

資料：気象庁提供「過去の気象データ」の福知山地域気象観測所の解析結果をもとに作成 
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③ 降水量 
綾部観測所（令和３年以降は綾部山家観測所）における、２０２３（令和５）年の年間降水量は、

１,５９４ｍｍとなっています。経年変化をみると、年降水量は年によりばらつきがあり、１,０９６ｍｍか

ら２,１８９ｍｍの間で推移しており、短期的な変動を繰り返しています。また、日降水量１００ｍｍ以

上の日数は２０１１（平成２３）年以降、３日以上の年が見られます。 

「日本の気候変動２０２０」に基づく地域の観測・予測情報リーフレット（京都府の気候変動）に

よると、京都府を含む近畿地方において短時間に降る非常に激しい雨（１時間降水量５０ｍｍ以上）

の回数は、増加傾向となっています。 

今後追加の対策を行わないと、非常に激しい雨の回数は約２.４倍に増加する一方で雨が降ら

ない無降水日日数も約１２日増加する予測※となっています。 

※２１世紀末（２０７６～２０９５年の平均）の予測を２０世紀末（１９８０～１９９９年の平均）と比較した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間降水量及び日降水量１００ｍｍ以上日数の推移】 

資料：気象庁提供「過去の気象データ」の綾部観測所（令和３年以降は綾部山家観測所）の解析結果をもとに作成 
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④ 台風・豪雨災害の経過 
近年、総雨量が３００ｍｍ、１時間当たりの雨量が４０mｍを超えるような台風や豪雨などによる災

害が頻発しています。 

綾部市では、２０１７（平成２９）年の台風２１号において、古和木で総雨量５２３mｍを記録してお

り、201８（平成３０）年の西日本豪雨では、人的被害が発生しています。 

 
【台風・豪雨災害の経過】 

年 災害 
気象状況 

※時間最大雨量（ｍｍ/ｈ）、累加雨量（ｍｍ） 
被災状況等 

2004 

（平成16）年 

台風第23号 

（10月19～21日） 
364mm（古和木） 

道路崩壊・冠水、住宅等の全壊・一部

損壊・浸水、農業施設等への被害 

2013 

（平成25）年 

台風第18号 

（９月15～16日） 
41mm/h・436mm（古和木） 

大雨による道路・河川崩落・崩土、堤

防損壊、住宅等の一部破損・浸水、停

電、農業施設・農作物等への被害 

2014 

（平成26）年 

大雨 

（８月16～17日） 

（９月６～７日） 

 

 

54mm/h・358mm（小貝・8月） 

8８mm/h・222ｍｍ（味方・９月） 

 

道路崩壊・崖崩れ・冠水、住宅全壊・

一部破損・浸水、私市円山古墳（国史

跡）の墳丘斜面一部崩壊、農業施設・

農作物等への被害 

2017 

（平成29）年 

台風第21号 

（10月22～23日） 
49mm/h・523mm（古和木） 

住宅等の半壊・一部破損や浸水、砂防

堰堤崩落、農業施設等への被害 

2018 

（平成30）年 

西日本豪雨 

（７月５～７日） 

429mm（物部） 

420mm（篠田） 

61mm/h・408mm（小貝） 

人的被害、住宅等の全壊・半壊・一部

破損・浸水、河川の越水・堤防決壊、

土砂崩れ、農業施設等への被害 

2023 

（令和５）年 

台風第７号 

（８月14～16日） 

78mm/h・356mm（於与岐） 

64mm/h・325mm（古和木） 

61mm/h・301mm（篠田） 

住宅損壊や浸水、道路冠水、農業施設

等への被害 

資料：災害の記録（京都府）、綾部市資料 
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（２） 気候変動による影響 

国や京都府の気候変動による影響評価結果を踏まえ、本市において懸念される主な気候変動

の影響について以下のとおり整理しました。 

 
【主な気候変動の影響（1/2）】 

※京都府地球温暖化対策推進計画に記載の国の気候変動影響評価と本計画の優先度から本市への影響が懸念されるものを整理した。 

影響度高：○、影響度低：△、該当なし：－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

水稲 ○ ○
野菜等 △ △
果樹 ○ ○ 茶への影響が懸念される
麦、大豆、飼料作物等 △ △
畜産 ○ ○
病害虫・雑草等 ○ ○
農業生産基盤 ○ ○
食料需給 △ △
木材生産（人工林等） ○ ○
特用林産物（きのこ類等） △ △
回遊性魚介類（魚類等の生態） △ △
増養殖業 ○ ○
沿岸域・内水面漁場環境等 ○ ○ 内水面漁業への影響が懸念される
湖沼・ダム湖 △ － 本市に湖沼はないため
河川 △ △
沿岸域及び閉鎖性海域 △ － 本市に沿岸域はないため
水供給（地表水） ○ ○
水供給（地下水） △ △
水需要 △ △
高山帯・亜高山帯 △ － 本市に高山帯はないため
自然林・二次林 ○ ○
里地・里山生態系 △ △
人工林 ○ ○
野生鳥獣による影響 ○ ○
物質収支 △ △
湖沼 △ － 本市に湖沼はないため
河川 △ △
湿原 △ － 本市に湿原はないため
亜熱帯 △ －
温帯・亜寒帯 ○ －

海洋生態系 △ － 本市は海洋に面していないため
生物季節 △ △

生態系ｻｰﾋﾞｽ △ △
洪水 ○ ○
内水 ○ ○
海面上昇 △ －
高潮・高波 ○ －
海岸浸食 △ －

山地 土砂流・地すべり等 ○ ○
その他 強風等 ○ ○
冬期の温暖化 冬季死亡率 △ △

死亡リスク等 ○ ○
熱中症等 ○ ○
水系・食品媒介性感染症 △ △
節足動物媒介感染症 ○ ○
その他の感染症 △ △
温暖化と大気汚染の複合影響 △ △
脆弱性が高い集団への影響 ○ ○ 対象：高齢者・小児・基礎疾患者等
その他健康影響 △ △

自 然 災
害・沿岸
域

河川

沿岸

分布・個体群の変動
（在来、外来）

○ ○

本市に海域はないため

京都府 綾部市

本市に沿岸はないため

分野 大項目 小項目 備考

農業・林
業・水産
業

農業

林業

水産業

水環境・
水資源

水環境

水資源

自然
生態系

陸域生態系

淡水生態系

沿岸生態系

その他

暑熱

健康 感染症

その他
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【主な気候変動の影響（２/2）】 

※京都府地球温暖化対策推進計画に記載の国の気候変動影響評価と本計画の優先度から本市への影響が懸念されるものを整理した。 

影響度高：○、影響度低：△、該当なし：－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 自然共生社会に関すること 

（１）生物多様性 

本市にはコウノトリやシャガ・ミツマタ群生地、ヒメザゼンソウなどをはじめとする多様な動植物が

生息・生育しており、また東部地域は京都丹波高原国定公園に指定され、特色ある地域資源のひ

とつとなっています。一方、農林水産業の担い手の高齢化・減少やライフスタイルの変化などによっ

て森林や農地をはじめ、自然に対する働きかけの縮小が進んでいます。自然の荒廃が進むことで

人の手によって維持されていた環境に依存する種の減少や、イノシシ・シカなどの個体数増加によ

る農作物被害など人の暮らしや生物多様性に影響を与えています。このため、有害鳥獣の捕獲や

侵入防止柵の設置による駆除と防除の両面から被害の防止対策を進めています。 

外来生物への対応としては、特定外来生物による環境や生態系に与える影響などについて啓

発・広報を行っています。 

 

（２）花と緑 

２０２１（令和３）年度における綾部市の都市公園面積は６３６,４７８m２で、市民一人当たり１９．８

m２となっています。 

本市では、公園施設長寿命化計画に基づき、公園の遊具を更新するとともに、通常の公園管理

については、市民との協働による管理を進めています。このほか、まちなかの花や緑を増やすため、

市民団体などが行う緑化イベント等を支援するとともに、立地企業による緑化も促進しています。 

製造業 △ △
エネルギー エネルギー需給 ○ ○
商業 △ △
金融・保険 △ △
観光業 レジャー ○ ○
建設業 ○ ○
医療 △ △

海外影響 △ △
その他 △ △

都市ｲﾝﾌﾗ、ﾗｲﾌ

ﾗｲﾝ等
水道、交通等 ○ ○

その他 暑熱による生活への影響等 ○ ○

生物季節、伝統行事・地場産業
等

○ ○

京都府 綾部市分野 大項目 小項目 備考

国 民 生
活・都市
生活

文化・歴史な

どを感じる暮

らし

産業・経
済活動

その他
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（３）里山景観 

経営耕地面積は、田が最も多くなっていますが、2020（令和２）年は１,２７３ha で、2000（平成

１２）年の１,６３１ha と比べて２１.９％減少しています。なお、2015（平成２７）年からは約２％増加

しています。 

豊かな自然に囲まれた本市の地域特性を生かし、定住希望者を支援する「あやべ定住サポート

総合窓口」を設置しており、２００８（平成２０）年度から２０２２（令和４）年度までに、合計３５０世帯

８０５人の定住実績があります。さらにミツマタとシャガの群生地をはじめ、水源の里の取組等を通

じて里山の景観保全や観光への活用が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経営耕地面積の推移】 

資料：あやべ統計書 

（４）生活環境 

市内の一般環境大気測定局（綾部測定局）における二酸化窒素（NO２）、浮遊粒子状物質

（SPM）等の大気汚染物質濃度の測定結果は、いずれも環境基準を達成し、良好な状態を維持し

ています。しかし、光化学オキシダント（OX）については、良好な状況になりつつあるものの、大陸か

ら流れ込む汚染物質などの影響により環境基準を超過する日が発生しています。 

綾部市を流れる主要河川である由良川、上林川、八田川、犀川、伊佐津川はいずれも水質環境

基準のＡ類型となっており、これら主要河川の水質は、環境基準をほぼ達成しています。 

綾部市クリーンセンターでは、2002（平成１４）年１１月から可燃ごみを固形燃料にして処理し

ています。 
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資料５ アンケート調査概要 

１ アンケート調査の概要 

綾部市エネルギー環境基本計画の策定に当たり、本市における課題を洗い出すとともに、今後

の気候変動・地球温暖化に係る施策の基礎資料とするために市民及び事業者を対象としたアン

ケート調査を実施しました。 
アンケート調査の概要は以下のとおりですが、図表に示されている割合は、四捨五入の関係で

合計が１００％にならないことがあります。 
 

【アンケート調査の実施状況】 

項目 市民 事業者 

調査対象 市内に住む１６歳以上の市民 市内の事業所 

調査時期 ２０２３（令和５）年７月５日～７月２８日 

発送数 １,０００通 １００通 

回収数 
紙 ２５９通 

３３５通 
４４通 

５７通 
Ｗｅｂ ７６通 １３通 

回答率 ３３.５％ 57.0％ 

 

２ 市民アンケート調査結果概要 

（１）回答者について 

回答者は、「７０歳以上」が最も多く２６.０％となっています。また、住宅の形態については、「一戸

建て（持ち家）」が８７.２％を占めています。 

最も多く利用する移動手段については、「自動車」が８４.５％を占めています。 

 
  

資料５ アンケート調査概要 
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84.8%

84.8%

77.0%

65.1%

64.5%

61.8%

61.8%

25.1%

22.1%

20.3%

16.4%

5.7%

6.6%

14.9%

25.4%

17.0%

26.3%

20.6%

30.4%

28.1%

27.2%

17.9%

7.5%

6.6%

5.7%

7.5%

13.4%

8.4%

15.8%

41.8%

46.6%

49.3%

62.7%

2.1%

2.1%

2.4%

2.1%

5.1%

3.6%

1.8%

2.7%

3.3%

3.3%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古紙や雑がみ（チラシ・包装紙・紙箱など）は資源回収に出している

冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの節電をしている

食材を必要な分だけ買うなど食品ロスを生じさせないよう心がけている

家電製品を購入するときは高効率や省エネルギー型を選ぶようにしている

自動車をゆっくり加速させるなど燃費の良い運転（エコドライブ）を心がけている

３Ｒ（ごみを減らす、何度も使う、再資源化する）に積極的に取り組んでいる

宅急便の再配達を防ぐため、置き配利用などできるだけ１回で荷物を受け取って

いる

グリーンカーテンなどの遮熱対策を実施している

再エネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している

生ごみ処理機やコンポストを活用して生ごみの減量や資源化に取り組んでいる

自家用車の利用を控え、鉄道やバスなどの公共交通機関や自転車を積極的に利

用している

既に実施している 今後実施してみたい 実施していない 無回答

古紙や雑がみ（チラシ・包装紙・紙箱など）は資源回収に出している 

冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの節電をしている 

食材を必要な分だけ買うなど食品ロスを生じさせないよう心がけている 

家電製品を購入するときは高効率や省エネルギー型を選ぶようにしている 

自動車をゆっくり加速させるなど燃費の良い運転（エコドライブ）を心がけている 

３Ｒ（ごみを減らす、何度も使う、再資源化する）に積極的に取り組んでいる 

宅急便の再配達を防ぐため、置き配利用などできるだけ１回で荷物を 
受け取っている 

グリーンカーテンなどの遮熱対策を実施している 

再エネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している 

生ごみ処理機やコンポストを活用して生ごみの減量や資源化に取り組んでいる 

自家用車の利用を控え、鉄道やバスなどの公共交通機関や自転車を 
積極的に利用している 

（２）各分野の環境問題について 

綾部市の環境の現状について

不安に思うものについては、「豪

雨・台風の頻発」が５２.５％と最も

高く、次いで「野生動物による獣

害の増加」が５１.３％、「気温の上

昇（猛暑や熱波）」が４８.４％とな

っています。 

 
 
 
 
 

（３）地球温暖化対策等に関する取組や意識について 

地球温暖化対策等に関する取組について、「古紙や雑がみ（チラシ・包装紙・紙箱など）は資源

回収に出している」や「冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの節電をしている」、「食材

を必要な分だけ買うなど食品ロスを生じさせないよう心がけている」など、リサイクルや食品ロス対

策、節電に関する取組は多くの回答者が実践しています。 
一方、「自家用車の利用を控え、鉄道やバスなどの公共交通機関や自転車を積極的に利用し

ている」や「生ごみ処理機やコンポストを活用して生ごみの減量や資源化に取り組んでいる」、「再

エネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している」など移動に関することや生ごみの処

理、再エネの利用に関する取組を実施している回答者は少ない状況です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

52.5%

51.3%

48.4%

34.6%

30.7%

25.7%

17.6%

8.4%

4.8%

3.3%

1.5%

1.2%

0.6%

豪雨・台風の頻発

野生動物による獣害の増加

気温の上昇（猛暑や熱波）

耕作放棄地の増加

放置空き家

里山・森林の荒廃

ごみの散乱・放置、不法投棄

河川の水質悪化

大気汚染

騒音

悪臭

その他

放置ため池
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（４）環境に配慮した設備等の導入状況について 

環境に配慮した設備等について、「高効率給湯機（エコキュート、エコジョーズ等）」や「壁・床・

天井などの断熱」、「窓の断熱（二重窓やペアガラス、トリプルガラス等）」の導入は他の設備に比

べて高い状況です。 

一方、比較的コストが割高の設備や住宅の状況により導入が制限されるものや最新の機器に

ついては、「導入している」の割合が低い状況となっていますが、「今後導入する予定」のあるもの

について、「電気自動車」と「ハイブリッド自動車」の割合が比較的高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）再生可能エネルギーについて、設置されてもよいと思う場所 

小規模な太陽光発電設備（屋根の上等）について、設置されてもよいと思う場所としては「市街

地にある住宅や事務所、店舗」が５３．７％、大規模な太陽光発電設備（メガソーラー等）について

は「工場（工業団地含む）」と「耕作放棄地」が４０．９％、大規模な風力発電設備については「山

林・尾根」が２２．７％と最も高くなっています。 

 

 
  

49.0%

42.1%

41.2%

24.5%

12.2%

10.7%

4.5%

3.6%

3.0%

1.8%

1.2%

3.6%

6.6%

5.7%

7.5%

3.3%

2.4%

4.2%

2.7%

3.3%

3.9%

9.9%

43.9%

47.2%

49.6%

63.6%

82.1%

82.1%

86.6%

90.1%

89.6%

88.1%

85.1%

3.6%

4.2%

3.6%

4.5%

2.4%

4.8%

4.8%

3.6%

4.2%

6.3%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高効率給湯機（エコキュート、エコジョーズ等）

壁・床・天井などの断熱

窓の断熱（二重窓やペアガラス、トリプルガラス等）

ハイブリッド自動車

太陽光発電システム（ソーラーパネル）

太陽熱温水器

蓄電池

薪・木質ペレットによるストーブやボイラー

エネルギー収支をゼロ以下にする住宅（ＺＥＨ・NearlyＺＥＨ）

家庭用コージェネレーション（エネファーム、エコウィル等）

電気自動車

導入している 今後導入する予定 導入していない 無回答
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22.7%

20.0%

14.6%

14.3%

12.8%

10.4%

10.1%

9.3%

9.0%

8.1%

7.8%

4.2%

2.4%

2.4%

2.1%

山林・尾根

耕作放棄地

山すそ

工場（工業団地含む）

農地（高い支柱で営農と両立）

どこにも設置してほしくない

公共施設・公共空地

観光地周辺（観光地から見える範囲含む）

空き家・空き地

池の水面

公園周辺

駐車場（カーポートの屋根など）

郊外にある住宅や事務所、店舗

その他

市街地にある住宅や事務所、店舗

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

40.9%

40.9%

31.9%

24.2%

22.1%

20.0%

19.7%

17.3%

15.2%

14.0%

13.1%

9.9%

9.0%

6.3%

4.5%

工場（工業団地含む）

耕作放棄地

公共施設・公共空地

空き家・空き地

山すそ

農地（高い支柱で営農と両立）

山林・尾根

池の水面

駐車場（カーポートの屋根など）

公園周辺

郊外にある住宅や事務所、店舗

観光地周辺（観光地から見える範囲含む）

どこにも設置してほしくない

市街地にある住宅や事務所、店舗

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

53.7%

47.8%

44.8%

37.3%

25.4%

25.1%

22.7%

22.1%

20.6%

17.0%

11.9%

11.0%

10.7%

3.9%

3.6%

市街地にある住宅や事務所、店舗

郊外にある住宅や事務所、店舗

駐車場（カーポートの屋根など）

公共施設・公共空地

工場（工業団地含む）

空き家・空き地

公園周辺

農地（高い支柱で営農と両立）

観光地周辺（観光地から見える範囲含む）

耕作放棄地

山すそ

山林・尾根

池の水面

どこにも設置してほしくない

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

小規模な太陽光発電設備 

大規模な太陽光発電設備 

大規模な風力発電設備 
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製造業

36.8%

その他

24.6%

卸売・

小売業

14.0%

建設業

12.3%

サービス業

12.3%

（６）地球温暖化対策について、市が重点的に進めるべきだと思う施策 

地球温暖化対策について、市が重点的に進めるべきだと思う施策の上位３つとしては、「プラス

チックのリサイクルや使用削減など、資源の有効利用の促進」が４８.7％と最も高く、次いで「学校

や市役所等の公共施設への太陽光発電など再生可能エネルギーの導入」が４３.0％、「地域木材

の積極的利用と森林の維持管理の促進」が３２.5％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 事業者アンケート調査結果概要 

（１）回答者について 

回答した事業所は「製造業」が３６.８％と最も高くなっています。また、従業員数については「１０

人未満」が３３.３%と最も高く、次いで「１０～３０人未満」が２４.６%となっています。 

特に重点を置いて対策を行っている環境問題については、「電気・ガス等の使用による温室効

果ガスの排出抑制・削減」が４２.１％と最も高く、次いで「廃棄物の発生抑制・削減」が３８.６％と

なっています。 

 
 
 
 
  

10人未満

33.3%

10～30人未

満 24.6%

30～50人

未満

10.5%

50～100人未

満 15.8%

100～300人未満

10.5%

300人以上

5.3%
業種 従業員数 

48.7%

43.0%

32.5%

19.7%

19.4%

17.0%

17.0%

15.8%

14.6%

14.0%

11.9%

11.0%

1.2%

プラスチックのリサイクルや使用削減など、資源の有効利用の促進

学校や市役所等の公共施設への太陽光発電など再生可能エネルギーの導入

地域木材の積極的利用と森林の維持管理の促進

農地などに太陽光発電を設置する「ソーラーシェアリング」の促進

学校や地域などにおける環境学習の推進

住宅や事務所等への太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進

自転車やコミュニティバスなど、マイカー以外の交通手段の利用促進

電気自動車などのクリーンエネルギー自動車の普及促進

住宅や事務所等の断熱・省エネリフォームなどの省エネ化促進

公共施設の断熱・省エネリフォームなどの省エネ化

地球温暖化対策を積極的に進める市民、団体、事業者等との連携

市民、団体、事業者等への情報提供・ＰＲ

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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（２）地球温暖化問題に関する目標や取組方針などの設定状況 

事業所として地球温暖化問題に関する目標や取組方針

などを設定しているかについて、４７．４％の事業所が「ない」

と回答していますが、「ある」の３１．６％と「策定を検討してい

る」の１９．３％を合わせると半分以上となっています。 

「ある」と回答した事業所の目標や取組方針としては、電

気や水道などのエネルギーやＣO２の削減目標、エネルギー

管理標準、省エネ行動などが挙げられています。 

 

（３）地球温暖化対策等に関する取組や意識について 

地球温暖化対策等に関する取組について、「冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの

節電をしている」や「自動車をゆっくり加速させるなど燃費の良い運転（エコドライブ）を心がけて

いる」、「事務所のエネルギー消費量を把握している」など、日常的に取り組めるものは多くの事業

所が実施しています。 
一方、「企業の２℃未満目標（SBT:Science Based Targets）に参加・認証取得している」や

「カーボンクレジットなどにより温室効果ガスの排出削減価値を売買している」、「ISO1400１やエ

コアクション２1、KEＳ等の環境マネジメントシステムを取得・運用している」などゼロカーボンを実

現するための先進的な取組やエネルギー管理に取り組んでいる事業所は少ない状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
  

91.2%

75.4%

64.9%

56.1%

38.6%

28.1%

21.1%

21.1%

10.5%

1.8%

8.8%

15.8%

21.1%

26.3%

38.6%

29.8%

29.8%

15.8%

22.8%

21.1%

8.8%

14.0%

17.5%

22.8%

42.1%

49.1%

63.2%

66.7%

77.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの節電をしている

自動車をゆっくり加速させるなど燃費の良い運転（エコドライ

ブ）を心がけている

事務所のエネルギー消費量を把握している

環境負荷の低い製品等の使用や開発・工法を採用している

省エネ診断等を実施し、エネルギー消費の効率化をしている

再エネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している

共同配送などにより物流に係る温室効果ガスの排出を削減してい

る

ISO14001やエコアクション21、KES等の環境マネジメントシステム

を取得・運用している

カーボンクレジットなどにより温室効果ガスの排出削減価値を売

買している

企業の２℃未満目標（SBT）に参加・認証取得している

既に実施している 今後実施してみたい 実施していない 無回答

冷暖房の温度調節やこまめに電気を消すなどの節電をしている 

自動車をゆっくり加速させるなど燃費の良い運転（エコドライブ）を 

心がけている 

事務所のエネルギー消費量を把握している 

環境負荷の低い製品等の使用や開発・工法を採用している 

省エネ診断等を実施し、エネルギー消費の効率化をしている 

 

再エネ等を利用した環境に配慮した電力を購入・利用している 

共同配送などにより物流に係る温室効果ガスの排出を削減している 

ISO14001 やエコアクション 21、KES 等の環境マネジメントシステム 

を取得・運用している 

カーボンクレジットなどにより温室効果ガスの排出削減価値を 

売買している 

企業の２℃未満目標（SBT）に参加・認証取得している 

ある

31.6%

策定を検討

している

19.3%

ない 47.4%

その他 1.8%
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（４）環境に配慮した設備等の導入状況について 

環境に配慮した設備等について、「ＬＥＤ照明」や「ハイブリッド自動車」、「壁・床・天井などの断

熱」は多くの事業所が導入しています。 

一方、比較的コストが割高の設備や事業所の状況により導入が制限されるものについては、

「導入している」の割合が低い状況となっていますが、「今後導入する予定」のあるものについて

「窓の断熱」や「電気自動車」、「蓄電池」と回答する事業所の割合が比較的高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

（５）ＰＰＡによる太陽光発電設備を導入する方法（仕組み）への関心について 

PPＡによる太陽光発電設備を導入する方法（仕組み）についての関心・興味については、「既に

導入している事業所」と「導入していないが関心がある事業所」を合わせると半数を超えています。 

 
 
 
  

86.0%

50.9%

40.4%

31.6%

21.1%

5.3%

5.3%

3.5%

10.5%

10.5%

14.0%

12.3%

8.8%

22.8%

15.8%

17.5%

1.8%

3.5%

10.5%

3.5%

38.6%

40.4%

47.4%

59.6%

56.1%

78.9%

77.2%

94.7%

94.7%

89.5%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＬＥＤ照明

ハイブリッド自動車

壁・床・天井などの断熱

高性能ボイラー、空調・ＯＡ機器などの高効率機器

太陽光発電システム（ソーラーパネル）

窓の断熱（二重窓やペアガラス、トリプルガラス等）

蓄電池

電気自動車

薪・木質ペレットによるストーブやボイラー

コージェネレーションシステム

エネルギー収支をゼロ以下にする建物（ＺＥＢ等）

導入している 今後導入する予定 導入していない 無回答

既に導入し

ている 8.8%

導入していない

が非常に関心が

ある 14.0%

導入していない

が少しは関心が

ある 31.6%

導入しておらず

あまり関心がな

い 24.6%

導入しておら

ず関心がない

17.5%

無回答

3.5%
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（６）地球温暖化対策について、市が重点的に進めるべきだと思う施策 

地球温暖化対策について、市が重点的に進めるべきだと思う施策としては、「事業者の省エネ・

再エネ設備導入への税制優遇措置」が５０．9%と最も高く、次いで「プラスチックのリサイクルや使

用削減など、資源の有効利用の促進」が３３．３%となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（７）他の団体等と連携した活動について 

他の団体等と連携した環境保全活動の実施状況について、「すでに活動している」、「活動した

い」と回答している事業所を合わせると６１．４％となっています。「すでに活動している」と答えた事

業所が連携している団体は、「府や市などの自治体」が４２．９%と最も高く、次いで「自治会など

の地域の団体」や「ＮＰＯなどの市民団体」が２８．６%となっています。 

具体的な活動内容としては、環境美化活動や食品ロス削減、森林整備などとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

活動の実施状況 連携している団体等 

50.9%

33.3%

22.8%

22.8%

21.1%

17.5%

15.8%

14.0%

12.3%

8.8%

8.8%

8.8%

7.0%

3.5%

1.8%

0.0%

事業者の省エネ・再エネ設備導入への税制優遇措置

プラスチックのリサイクルや使用削減など、資源の有効利用の促進

学校や市役所等の公共施設への太陽光発電など再生可能エネルギーの導入

住宅や事務所等への太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進

省エネ・再エネ事業実施に係る融資や保証、出資体制の充実

電気自動車などのクリーンエネルギー自動車の普及促進

地域木材の積極的利用と森林の維持管理の促進

住宅や事務所等の断熱・省エネリフォームなどの省エネ化促進

地球温暖化対策を積極的に進める市民、団体、事業者等との連携

農地などに太陽光発電を設置する「ソーラーシェアリング」の促進

公共施設の断熱・省エネリフォームなどの省エネ化

市民、団体、事業者等への情報提供・ＰＲ

学校や地域などにおける環境学習の推進

自転車やコミュニティバスなど、マイカー以外の交通手段の利用促進

その他

セミナー・研修・イベント等の機会の提供

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

42.9%

28.6%

28.6%

14.3%

14.3%

14.3%

府や市などの自治体

自治会などの地域の団体

ＮＰＯなどの市民団体

学校などの教育機関

他の事業者

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%すでに活動し

ている 12.3%

今後、活

動したい

14.0%

機会があれ

ば活動した

い 35.1%

活動する予

定がない

38.6%
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資料６ ワークショップ概要 

１ 開催概要 

参加者に国や京都府、本市の状況を知っていただくとともに、幅広く意見を収集し、それらを計

画策定等の参考にするため、脱炭素化を実現するうえで重要となる省エネや再生可能エネルギー

をテーマにした講演会やワークショップを行いました。開催概要は以下のとおりです。 

 

開催状況 ＜市民ワークショップ＞ 

※綾部市自治会連合会、綾部商工会議所青年部、綾部市環境審議会及び

一般公募 

９月２２日（金）１０：00～12：20  参加者１６名 

1３：00～1５：20  参加者１９名 

＜綾部高等学校・綾部市環境市民会議ワークショップ＞ 

１０月１３日（金）１３：３０～１５：００  参加者１８名 

講演会の内容 ＜講演タイトル＞気候の危機と脱炭素社会の実現に向けて 

＜講 演 者＞京都府地球温暖化防止活動推進センター 

副センター長 田浦 健朗氏 

＜講 演 内 容＞ 

・気候の危機 

・世界と国内の気候変動対策 

・脱炭素の地域づくり 

・地域の対策・活動、今後に向けて 

ワークショップの

内容 

＜市民ワークショップ＞ 

・はじめに（ワークショップの目的と市の現状について） 

・テーマ１ 再エネの導入・利活用を進めるためのアイデア 

・テーマ２ 再エネ（太陽光・風力）を設置されてもよいエリアについて 

＜綾部高等学校・綾部市環境市民会議ワークショップ＞ 

・はじめに（ワークショップの目的と市の現状について） 

・テーマ１ 家での省エネ行動について 

・テーマ２ ゼロカーボンを実現するために自分たちにできること 

 

資料６ ワークショップ概要 



 

資-４８ 

２ 市民ワークショップ 

（１）再エネの導入・利活用を進めるためのアイデア 
◆問題・課題となっていること 

・太陽光発電等設備導入・廃棄の費用が高い。 

・再エネに関する情報や理解が不足している。 

・住宅が古く太陽光発電設備に対応できない。 

・健康への懸念（風力発電の騒音など）。 

・景観が悪化する。 

・人手不足、意識が低い。 

・設置に興味がない。 

 

 

◆再エネの導入・利活用に向けて自分たちにできること 

・設置費用や導入効果、補助などに関する情報を共有する（行政から市民・事業者に向けて周

知、市民はその情報の収集）。 

・イメージアップ・メリットをＰＲする。 

・集落内の空家や空き地を再エネ導入場所として活用する（防災用）。 

・再エネを設置してもよい土地所有者と再エネを設置したい人とのマッチングが可能な体制（空

家のマッチングＨＰみたいなものを想定）を構築する。 

・ライフスタイルを見直す（使用電力量の見える化、ＬＥＤ化など）。 

・０円ソーラーを活用する。 

・再エネ設備の技術開発を進める。 

・まちのＬＥＤ化、電気の地産地消を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

グループで意見を出し合う 

出し合った意見を整理 自分たちにできることを発表し合い、共有 



 

資-４９ 

（２）再エネ（太陽光・風力）を設置されてもよいエリアについて 
◆各再エネを設置されてもよいエリア 

・小型太陽光 

公共施設・公共空地、市街地、駐車場等（防災用） 

・大型太陽光 

耕作放棄地、工業団地、公共施設・公共空地 

・風力発電 

山林・尾根、適した場所がない。 

 

◆その他（再エネ導入時に留意すること） 

・コウノトリの生息・飛来地は避ける。 

・人が集まる場所（公共施設、観光拠点等）への導入がよい。 

・木質バイオマス（木材）の活用や植樹も重要。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

再エネを設置してもよいエリアについて議論 再エネ設置可能エリアの検討経過について説明 

意見を一覧で整理 地図にも記載して整理 



 

資-５０ 

３ 綾部高等学校・綾部市環境市民会議ワークショップ 

（１）家での省エネ行動について 
◆省エネ行動の取組状況 

・節電・節水に関する行動は取り組んでいる人

が多い。 

・電子レンジの活用や生ごみの堆肥化に関する

行動は取り組んでいる人が少ない。 

 

 

 

◆みんなで考える省エネ対策 

・３Ｒの徹底など資源の有効活用を進める。 

・節電・節水などエネルギーの節約を進める。 

・パークアンドライドや車の利用頻度を減らすなど、自動車の利用に関する取組を強化する。 

・徒歩や自転車、公共交通機関の利用を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

世代間で交流しながら意見を出し合う 

日常で実施できる省エネ行動を検討 グループごとに意見を発表 



 

資-５１ 

（２）ゼロカーボンを実現するために自分たちにできること 
◆２０３０年に向けたキャッチフレーズ・キーワードづくり 

・自然やまちづくりに関するキーワードが多くなって

います。 

＜キーワード例＞ 

美しい自然、空気がおいしい、コウノトリ、環境先進

都市、災害の少ないまち、若者に魅力のあるまち、

人と動物が共に生きる など 

 

 

◆未来の綾部市のイメージを実現するため自分たちにできること 

・３Ｒを徹底する。 

・省エネを徹底する。 

・再エネを導入する。 

・自転車を使う。また、長距離移動には公共交通機関を使う。 

・自然（森・草木）を保全する。 

・地域の施設やイベントを活用して啓発を行う。 

・リーダーなど人材を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

意見を付せんに記載して整理 

たくさんの意見が出てきました グループの意見を上手にまとめて説明していただきました 



 

資-５２ 

資料７ 国・府の基準などで配慮を要する区域の詳細 
 

 
 
計画本編（P27～２８）で示した国・府の基準などで配慮を要する区域について、詳細資料とし

て区分別のエリアを示します。 
 

【区域の詳細（１/２）】 
区分 本市における具体的なエリア名称 マップ名 

① 国の促進区域設定に係

る基準で「促進区域から

除外すべき区域」に該当

するエリア 

森 林 ・京都丹波高原国定公園（第１種特別地

域） 
区域① 

② 国・京都府の促進区域設

定に係る基準で「促進区

域に含めることが適切で

ないと認められる区域」

に該当するエリア 

防 災 ・河川区域 区域② 

動植物 ・鳥獣保護区（京都府指定） 

森 林 ・保安林 
・京都丹波高原国定公園（第２種特別地

域、第３種特別地域） 

③ 国・京都府の促進区域設

定に係る基準や安全性・

自然環境保全等の観点

から市が独自に定める

「促進区域に含めること

が適切でないと認められ

る区域」 

防 災 ・急傾斜地崩壊危険区域 
・土砂災害特別警戒区域 
・土砂災害警戒区域 
・地すべり防止区域 
・砂防指定地 
・盛土・切土（※） 

区域③-① 

・河川保全区域 
・洪水浸水想定区域 

区域③-② 

  

資料７ 国・府の基準などで配慮を 
要する区域の詳細 



 

資-５３ 

【区域の詳細（2/２）】 

区分 本市における具体的なエリア名称 マップ名 

（つづき） 
③ 国・京都府の促進区域設

定に係る基準や安全性・

自然環境保全等の観点

から市が独自に定める

「促進区域に含めること

が適切でないと認められ

る区域」 

動植物 ・コウノトリ飛来地 
・国内希少野生動植物種一覧（※） 
・レッドリスト（環境省・府）（※） 
・指定希少野生生物（※） 
・特定植物群落（※） 
・重要湿地（※） 
・植生自然度が高い地域（※） 
・長距離自然歩道その他自然歩道（※） 

区域③-③ 

森 林 ・京都丹波高原国定公園（普通地域） 
・巨樹・巨木林（※） 
・重要里地里山（※） 

文化財 ・京都府景観資産登録地区 
・周知の埋蔵文化財包蔵地 
・史跡、名勝及び天然記念物 
・文化財環境保全地区 

区域③-④ 

森 林 ・国有林 
・地域森林計画対象民有林 

区域③-⑤ 

※（※）のついているエリアについてはマップに含まれていない 

  



 

資-５４ 

 

  

【
区
域
①
】 

: 京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
（
第
１
種
特
別
地
域
）
 



 

資-５５ 

 

  

【
区
域
②
】 

: 京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
（
第
２
・３
種
特
別
地
域
）
 

: 鳥
獣
保
護
区
（
京
都
府
指
定
）
 

: 保
安
林
 

: 河
川
区
域
（
河
川
保
全
区
域
含
む
）
 

※
こ
こ
で
は
、河
川
区
域
と
河
川
保
全
区
域
を
合
わ
せ
て
表
示
し
て
い
ま
す
 



 

資-５６ 

 

  
: 急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
 

: 土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
・土
砂
災
害
警
戒
区
域
 

: 地
す
べ
り
防
止
区
域
 

: 砂
防
指
定
地
 

【
区
域
③
-①
】 



 

資-５７ 

 

  

: 
河
川
保
全
区
域
（
河
川
区
域
含
む
）
 

: 洪
水
浸
水
想
定
区
域
 

【
区
域
③
-②
】 

※
こ
こ
で
は
、河
川
区
域
と
河
川
保
全
区
域
を
合
わ
せ
て
表
示
し
て
い
ま
す
 



 

資-５８ 

 

  

: 京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
（
普
通
地
域
）
 

: コ
ウ
ノ
ト
リ
飛
来
地
 

【
区
域
③
-③
】 



 

資-５９ 

 

  

: 京
都
府
景
観
資
産
登
録
地
区
 

: 周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
 

 史
跡
、名
勝
及
び
天
然
記
念
物
 

文
化
財
環
境
保
全
地
区
 

【
区
域
③
-④
】 



 

資-６０ 

 

 

 

 

  

: 国
有
林
 

: 地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
 

【
区
域
③
-⑤
】 
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【国
・府
の
基
準
な
ど
で
配
慮
を
要
す
る
区
域
】
 



 

資-６２ 

資料８ 計画策定の経緯 

１ 会議等開催状況 

本計画の策定に当たっては、市民及び事業者を対象としたアンケート調査、市民や学生、団体な

どを対象としたワークショップ、パブリックコメントなどの実施により、広く意見の募集に努め、計画

策定の参考にするとともに、ゼロカーボン推進会議、環境審議会及び市議会での議論を経て策定

しました。 
【会議等の開催状況（１/２）】 

年 月 日 会 議 等 主な検討内容等 

２０２３（令和５）年 

７月２６日（水） 

綾部市環境審議会  第３次綾部市環境基本計画の令和４年度進捗状況に
ついて 

 綾部市脱炭素ロードマップについて 

 あやべゼロカーボン表彰について 

７月 ５日（水）～ 

７月２８日（金） 

市民・事業者向けアンケート調
査の実施 

 「綾部市エネルギー環境基本計画策定に向けたアンケ
ート」 

回答：市民３３５、事業所５７ 

９月２２日（金） 講演会・ワークショップ（市民）  第１回 みんなで目指すゼロカーボンシティ綾部 

＜講演タイトル＞ 

気候の危機と脱炭素社会の実現に向けて 

＜講演者＞ 

京都府地球温暖化防止活動推進センター 

副センター長 田浦 健朗氏 

＜ワークショップテーマ＞ 

・テーマ１ 再エネの導入・利活用を進めるための 
アイデア 

・テーマ２ 再エネ（太陽光・風力）を設置されても 
よいエリアについて 

＜参加者＞ 

・１回目１６名、２回目１９名 

９月２９日（金） 綾部市環境審議会  あやべゼロカーボン表彰について 

１０月１３日（金） ワークショップ（綾部高等学校・
綾部市環境市民会議） 
 

 第２回 みんなで目指すゼロカーボンシティ綾部 

＜ワークショップテーマ＞ 

・テーマ１ 家での省エネ行動について 

・テーマ２ ゼロカーボンを実現するために自分たちに 
できること 

＜参加者＞ 

・１８名 

１０月１９日（木） 綾部市ゼロカーボン推進会議
幹事会 

 綾部市エネルギー環境基本計画の策定に係る施策及
び再エネ促進区域の設定について 

  

資料８ 計画策定の経過 



 

資-６３ 

【会議等の開催状況（2/２）】 

年 月 日 会 議 等 主な検討内容等 

１１月 ７日（火） 綾部市ゼロカーボン推進会議   綾部市エネルギー環境基本計画の策定に係る施策及
び再エネ促進区域の設定について 

１２月 １日（金） 綾部市環境審議会・諮問  「綾部市エネルギー環境基本計画（案）」諮問 

１２月１５日（金） 綾部市議会  綾部市エネルギー環境基本計画（案）について 

１２月２６日（火） 綾部市環境審議会  綾部市エネルギー環境基本計画（案）の修正について 

１２月１５日（金）～ 

２０２４（令和６）年 

１月 ５日（金） 

パブリックコメント  綾部市エネルギー環境基本計画策定に係る意見募集 

提出件数：11件（２名） 

１月１５日（月） 綾部市環境審議会・答申  「綾部市エネルギー環境基本計画（案）」答申 

１月２６日（金） 綾部市ゼロカーボン推進会議  綾部市エネルギー環境基本計画（議案）について 

３月１１日（月） 綾部市議会  綾部市エネルギー環境基本計画（議案）について 

３月２２日（金） 綾部市議会・議決  綾部市エネルギー環境基本計画（議案）の議決 

  



 

資-６４ 

２ 綾部市環境審議会委員名簿 

（五十音順、敬称略） 

氏 名 所 属 備 考 

安 積 幸 代 元綾部市リサイクル推進員  

荒 木 敏 文 上林川を守る会 副会長  

市 田 隆 敏 綾部市森林組合 業務課長  

尾 松 朋 子 京都丹の国農業協同組合 企画調整室係長   

髙 倉 正 明 綾部市自治会連合会 会長  

大 力 聡 美 里山ねっと・あやべ 事務局長  

中 村 孝 行 綾部市環境市民会議 会長 

西 田 紀 子 綾部市環境市民会議   

林   多嘉子 京都府地球温暖化防止活動推進員   

福 井 章 子 綾部市環境市民会議  

福 井 圭 介 綾部市環境市民会議 会長 副会長 

増 田 典 男 京都府中丹東保健所 技術次長兼環境衛生課長  

幹 田 秀 和 特定非営利活動法人 間伐材研究所 代表理事  

山 﨑 栄 市 綾部商工会議所 専務理事    

（令和６年３月現在） 
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令和５年度 資源エネルギー庁 「エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金」事業 
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